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少
人
数
学
級
に
つ
い
て
、

久
野
美
穂
は
９
月
市
議
会
本

会
議
で
質
問
に
立
ち
ま
し
た

＝
写
真
＝
。

名
古
屋
市
が
少
人
数
学
級

を
導
入
し
た
の
は
、
18
年
前

の
平
成
14
年
で
す
。
小
学
校

１
年
生
の
ク
ラ
ス
を
30
人
に

し
ま
し
た
。
全
国
に
先
駆
け

た
画
期
的
な
施
策
で
し
た
。

18
年
た
っ
た
今
、
少
人
数

学
級
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
こ
の
間
の
取
り
組
み
と

実
績
を
、
市
側
に
尋
ね
ま
し

た
。市

は
「
19
年
度
に
小
学
２

年
生
を
30
人
学
級
に
、
21
年

度
に
は
中
学
１
年
生
を
35
人

学
級
に
し
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
た
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
11
年
間

（
22
年
度
以
降
）
、
少
人
数

学
級
は
他
の
学
年
に
、
全
く

拡
大
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

他
都
市
は
ど
う
な
の
か
。

横
浜
、
神
戸
、
京
都
、
広
島

で
は
小
学
校
の
ほ
ぼ
全
学
年

に
拡
大
。
新
潟
、
千
葉
、
静

岡
、
浜
松
な
ど
は
小
・
中
学

校
の
全
学
年
で
導
入
し
て
い

ま
す
。

名
古
屋
市
よ
り
遅
れ
て
取

り
組
ん
た
他
都
市
は
、
着
々

と
少
人
数
学
級
を
拡
大
し
て

い
ま
す
。
な
の
に
、
名
古
屋

市
が
11
年
間
も
放
置
し
て
き

た
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
。

市
は
「
そ
の
他
の
学
年
に

つ
い
て
は
、
少
人
数
に
よ
る

柔
軟
な
学
習
集
団
を
編
成
し
、

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
」
、

更
に
「
29
、
30
年
度
の
調
査

で
、
少
人
数
学
級
は
学
習
面

で
そ
れ
ほ
ど
効
果
は
な
か
っ

た
」
と
も
述
べ
ま
し
た
。

多
く
の
都
市
が
少
人
数
学

級
拡
大
に
努
力
し
て
い
る
の

に
、
名
古
屋
市
は
小
学
１
、

２
年
生
と
中
学
１
年
生
以
外

の
学
年
に
、
積
極
的
に
広
げ

て
い
く
と
い
う
明
確
な
答
弁

が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
学
級
編
成
や
教
え
方
を

工
夫
し
て
努
力
し
て
い
る
」

と
淡
々
と
述
べ
る
。
だ
か
ら
、

少
人
数
学
級
は
急
ぐ
必
要
が

な
い
の
か
。

ご
く
少
数
の
児
童
の
デ
ー

タ
を
２
回
と
っ
た
だ
け
で
、

「
学
習
効
果
は
見
ら
れ
な
い
」

と
結
論
づ
け
る
の
は
、
あ
ま

り
に
早
急
で
は
な
い
の
か
。

現
実
を
見
れ
ば
、
少
人
数

学
級
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
、

先
生
も
教
室
も
足
り
な
い
、

財
源
不
足
の
壁
が
あ
り
ま
す
。

他
都
市
も
同
じ
条
件
だ
っ

た
は
ず
で
す
。
そ
れ
で
も
、

壁
を
乗
り
越
え
る
強
い
意
志

と
知
恵
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

他
都
市
は
実
現
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
教
育
先
進
都
市
・
名
古

屋
」
は
久
野
美
穂
の
願
い
で

あ
り
信
念
で
す
。

18
年
前
、
全
国
に
先
駆
け

少
人
数
学
級
を
導
入
し
た
名

古
屋
市
は
、
今
こ
そ
拡
大
に

向
け
て
特
段
の
努
力
を
す
る

べ
き
だ
と
強
く
思
い
ま
す
。

11
年
間
な
ぜ
か
放
置

他
都
市
は
次
々
拡
充
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新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
国
は
少
人
数
学
級
導
入
の
姿
勢

を
明
確
に
し
ま
し
た
。
学
校
の
先
生
方
は
、
授
業
の
遅
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
な
ど
様
々
な
対
策
に
追
わ

れ
て
い
ま
す
。
学
校
の
中
心
は
ク
ラ
ス
で
す
。
今
こ
そ
、

先
生
の
目
が
行
き
届
き
、
安
心
安
全
で
快
適
な
居
場
所
と

な
る
少
人
数
学
級
の
拡
大
が
、
絶
対
に
必
要
で
す
。

財
源
不
足
の
壁
を

他
都
市
は
越
え
た

全
国
に
先
駆
け
た
施
策

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ

地
域
の
願
い

市
に
提
案

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
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中川区戸田地区に危険な生活道路

があります。雨の日などとても怖い思い

をしたと、地域の方々からお聞きし、久

野美穂は昨年６月の市議会本会議で、

危険排除のために３つの提案をいたし

ました。

その後も、地元の方々と何度も話し合

い、ご一緒に警察署へ陳情にも行きま

した。その結果、ようやく市は今年８月、

横断歩道を設けました＝写真下＝。

この横断歩道ができたことで、ドライ

バーの注意力も高まり、安心して横断

できるようになりました。

地域の方々から感謝のメールをいた

だきました。

70代男性は「通勤で春田駅まで行きます。

朝夕交通量が激しくて、横断歩道が出来てホ

ント助かっています」。

10代女性からは「通学路として使っています。

車も横断歩道があると止まってくれます。安

全に渡れるので嬉しいです」。

メールを読み、市議のやりがいを実感して

います。ありがとうございました。

戸田地区に危険な生活道路

横
断
歩
道
を
設
置

地
域
の
方
々
か
ら
感
謝
の
メ
ー
ル

松葉公園 駐車場が足りない

「
松
葉
公
園
の
駐
車
場
が

足
り
な
く
て
困
っ
て
い
る
」
。

利
用
者
か
ら
お
聞
き
し
調
べ

る
と
、
大
変
な
無
駄
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
の
は
、
昨

年
１
月
の
こ
と
で
す
。

フ
ェ
ン
ス
に
囲
ま
れ
た
中

川
土
木
事
務
所
の
分
所
は
倉

庫
と
化
し
、
目
の
前
に
は
枯

れ
木
置
き
場
。
「
一
等
地
の

松
葉
公
園
に
こ
ん
な
無
駄
が

あ
っ
て
い
い
の
か
」
。

久
野
美
穂
は
昨
年
６
月
、

初
め
て
の
市
会
本
会
議
質
問

で
追
求
し
ま
し
た
。

市
は
分
所
の
解
体
と
、
枯

れ
木
置
き
場
を
臨
時
駐
車
場

に
す
る
こ
と
を
約
束
。
あ
れ

か
ら
１
年
。
10
～
15
台
の
車

が
利
用
で
き
る
臨
時
駐
車
場

＝
写
真
上
＝
が
、
こ
の
5
月

に
完
成
し
ま
し
た
。

臨
時
駐
車
場
は
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
か
野
球
場
（
有
料
公

園
施
設
）
の
利
用
者
専
用
で

す
。
手
前
の
専
用
駐
車
場
が

満
車
の
時
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
中
川
土
木

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

中
川
土
木
事
務
所
の
分
所

は
今
後
、
跡
地
利
用
に
つ
い

て
、
地
元
と
話
し
合
い
を
進

め
ま
す
。
分
所
撤
去
・
跡
地

整
備
工
事
は
来
年
10
月
に
着

工
す
る
予
定
で
す
。

臨
時
駐
車
場（
10
～
15
台
）完
成

ご
利
用
を
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少人数学級を増やせ 全
国
に
先
駆
け
た
施
策 

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ

地
域
の
願
い 

市
に
提
案 

そ
の
後
ど
う
な
っ
た 
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ご
存
じ
で
す
か
？

名
古
屋

市
の
市
営
住
宅
の
１
割
以
上
が

空
き
部
屋
と
い
う
こ
と
を
…
。

市
営
住
宅
の
数
は
約
６
万
戸
。

そ
の
う
ち
空
き
部
屋
が
７
千
８

百
戸
、
27
年
間
空
い
て
い
る
物

件
も
あ
る
ん
で
す
。

地
域
の
方
々
か
ら
、
「
市
営

住
宅
に
な
ん
と
か
入
れ
な
い
か
」

と
い
う
ご
相
談
を
よ
く
頂
き
ま

す
。
依
頼
す
る
方
の
多
く
が
高

齢
の
単
身
者
で
す
。
民
間
ア
パ
ー

ト
に
入
居
し
に
く
い
高
齢
者
の

頼
み
は
、
市
営
住
宅
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
何
年
も
応

募
し
て
い
る
の
に
、
落
選
が
続

く
人
た
ち
が
お
ら
れ
る
。

市
営
住
宅
の
募
集
は
年
４
回

行
わ
れ
、
昨
年
度
の
応
募
倍
率

は
平
均
で
、
単
身
者
向
け
が
13

・
5
倍
、
家
族
向
け
は
４
・
９

倍
。
ま
た
、
昨
年
度
第
１
回
目

の
募
集
で
は
、
応
募
し
た
65
歳

以
上
の
単
身
者
は
名
古
屋
市
で

１
千
名
以
上
も
お
ら
れ
ま
す
。

暮
ら
し
に
便
利
な
地
域
の
市

営
住
宅
は
、
倍
率
が
高
く
な
る
。

で
は
、
住
宅
で
無
抽
選
（
先
着

順
）
の
空
き
部
屋
は
な
い
の
か
。

募
集
一
覧
表
を
調
べ
る
と
、

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ほ
と

ん
ど
が
二
人
以
上
の
家
族
向
け

の
部
屋
ば
か
り
。
市
に
理
由
を

聞
く
と
、
「
部
屋
の
広
さ
が
55

㎡
以
上
な
の
で
単
身
者
は
対
象

外
」
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

市
営
住
宅
に
入
り
た
い
多
く

の
人
が
い
る
。
空
き
部
屋
は
７

千
８
百
戸
も
あ
る
。
な
の
に
単

身
者
用
の
部
屋
は
少
な
い
。
こ

れ
、
お
か
し
く
な
い
で
す
か
。

部
屋
の
大
き
さ
で
線
引
き
す

る
よ
り
も
、
入
り
た
い
人
に
入
っ

て
も
ら
う
。
規
則
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
ま
ず
は
13
・
５
倍
も
の
応

募
が
あ
る
高
齢
単
身
者
を
積
極

的
に
入
居
さ
せ
る
こ
と
が
、
市

有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
な
が

る
は
ず
で
す
。

久
野
美
穂
は
６
月
市
議
会
本

会
議
で
、
市
の
姿
勢
と
今
後
の

方
針
を
問
い
質
し
ま
し
た
。
市

は
「
無
抽
選
で
入
れ
る
空
き
部

屋
で
、
55
㎡
を
超
え
る
部
屋
に

つ
い
て
、
家
族
向
け
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
単
身
者
に
も
活
用
す

↗

↙

る
方
向
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
中
川
区
の
万
場
荘
と
松

下
荘
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

無
抽
選
の
多
い
住
宅
は
、
近

く
に
駅
も
ス
ー
パ
ー
も
な
い
。

不
便
だ
か
ら
入
居
者
が
少
な
い
。

な
ら
ば
、
現
状
を
解
決
し
、
暮

ら
し
や
す
い
市
営
住
宅
に
し
て

い
く
の
が
行
政
の
役
割
で
す
。

超
高
齢
化
社
会
の
日
本
。
周

り
に
も
お
年
寄
り
が
増
え
た
な

あ
と
実
感
す
る
と
同
時
に
、
介

護
・
福
祉
の
大
切
さ
を
改
め
て

思
い
ま
す
。

そ
れ
と
い
う
の
も
、
あ
る
方

か
ら
「
う
ち
の
主
人
は
も
う
少

し
で
死
ぬ
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
よ
」

と
訴
え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
お

話
を
聞
く
と
、
あ
る
老
人
施
設

に
入
っ
た
ら
、
食
事
も
満
足
に

と
ら
し
て
く
れ
な
い
。
着
替
え

や
オ
シ
メ
替
え
、
お
風
呂
な
ど

も
要
求
す
る
ま
で
し
て
く
れ
な

い
。
娘
さ
ん
は
介
護
疲
れ
で
倒

れ
て
し
ま
い
、
ご
主
人
も
日
に

日
に
弱
っ
て
い
っ
た
。

施
設
か
ら
の
請

求
書
や
役
所
か
ら

の
医
療
通
知
を
見

た
ら
、
一
度
も
受

け
て
い
な
い
サ
ー

ビ
ス
や
診
察
費
が

書
か
れ
て
あ
る
。

抗
議
を
す
る
と
、

「
間
違
っ
て
い
ま

し
た
」
と
誤
り
を

あ
っ
さ
り
認
め
た
そ
う
で
す
。

今
は
別
の
施
設
に
移
り
ま
し

た
が
、
「
こ
ん
な
ひ
ど
い
施
設

の
現
状
を
ど
こ
に
訴
え
た
ら
い

い
の
か
」
と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
施
設
や
介
護
施
設
に
は
、

と
ん
で
も
な
い
施
設
が
あ
り
ま

す
。
先
日
の
中
日
新
聞
に
も
、

利
益
優
先
で
モ
ラ
ル
の
低
い
民

間
施
設
が
相
次
ぎ
、
氷
山
の
一

角
と
も
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
が
一
部
の
業

者
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
し
ま
う
こ

と
は
、
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

久
野
美
穂
は
６
月
市
議
会
本

会
議
で
、
市
は
介
護
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
何
を
し
て
き
た
の

か
。
不
正
を
排
除
す
る
た
め
に
、

今
後
ど
う
い
う
対
策
を
す
る
の

か
問
い
質
し
ま
し
た
。

市
は
「
事
業
所
に
は
年
１
、

２
回
集
団
指
導
を
し
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
施
設
サ
ー

ビ
ス
や
訪
問
介
護
な
ど
居
宅
サ
ー

ビ
ス
は
、
個
別
に
実
地
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
医

療
知
識
の
あ
る
理
学
療
法
士
や

保
健
師
の
活
用
を
考
え
て
い
ま

す
」
と
答
え
ま
し
た
。

私
は
実
家
の
親
が
入
院
し
た

際
、
手
助
け
に
な
れ
ば
と
介
護

ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
取
り
ま
し

た
。
そ
の
実
技
研
修
で
の
経
験

か
ら
、
介
護
の
現
場
は
本
当
に

大
変
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

現
場
で
働
く
人
、
福
祉
に
貢

献
し
て
い
る
人
の
努
力
を
無
駄

に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
加
え
て
、
今
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
予
防
の
た
め
、
施
設
で
働

く
方
々
や
利
用
者
は
、
大
変
な

ご
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
市
の
対
策
は

事
業
者
ば
か
り
に
目
が
向
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
の
現

場
で
働
く
方
や
利
用
者
の
不
満

や
意
見
を
、
広
く
聞
く
こ
と
も

と
て
も
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
施
設
に
遠
慮

し
な
く
て
も
済
む
よ
う
、
例
え

ば
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
区
役

所
に
、
思
い
や
意
見
を
投
書
で

き
る
目
安
箱
の
よ
う
な
も
の
を

置
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
、

市
に
提
案
し
ま
し
た
。

市
は
「
目
安
箱
設
置
に
つ
い

て
有
効
な
手
段
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
へ
の
書
類
に
チ

ラ
シ
等
で
相
談
先
の
電
話
番
号

を
明
記
す
る
な
ど
努
め
て
い
き

ま
す
」
と
回
答
。

久
野
美
穂
の
提
案
を
積
極
的

に
採
り
入
れ
、
こ
の
８
月
に
中

川
区
役
所
に
目
安
箱
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
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「
高
齢
者
施
設
で
死
ぬ
と
こ
ろ
だ
っ
た
…
」

入
居
希
望
者
が
少
な
い
中
川
区
の
万
場
荘
【
写
真
上
】
と
松
下
荘

立 憲 民 主

中
川
区
役
所
に
苦
情
目
安
箱

「家庭向け」を転用検討

ご存じですか その数７８００戸

久野美穂が提案

中川区役所に設置された目安箱

中川区の万場荘と松下荘

少ない応募、古さも原因

市
営
住
宅
1
割
が
空
き
部
屋

なのに「単身者」倍率１３.５倍

無 抽 選

空き部屋

そ
の
際
、
必
要
な
観
点
は
市

営
住
宅
を
中
心
と
し
た
一
大
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
、
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
を

創
る
と
い
う
観
点
で
す
。
市
営

住
宅
が
地
域
作
り
、
地
域
起
こ

し
の
中
心
に
な
る
。
そ
ん
な
構

想
が
是
非
と
も
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

市
営
住
宅
が
地
域
作
り
、
地

域
起
こ
し
の
中
心
に
な
る
…
。

久
野
美
穂
が
提
案
す
る
一
大
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
構
想
は
、
夢
物
語
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

名
古
屋
市
は
す
で
に
実
現
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
千
種
区
自

由
が
丘
に
あ
り
ま
す
。
30
年
前

は
低
層
階
の
古
い
市
営
住
宅
が

ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。

当
時
、
建
て
替
え
に
は
地
域
に

強
い
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
行
政
の
丹
念
な
説
得

に
よ
っ
て
、
今
で
は
太
陽
光
を

十
分
採
り
入
れ
た
明
る
い
市
営

住
宅
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

周
囲
に
は
大
き
な
会
館
や
ス
ー

パ
ー
、
老
人
施
設
と
保
育
園
、

地
下
鉄
も
通
っ
て
い
る
。
病
院

や
医
院
も
建
つ
一
大
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
に
再
生
し
ま
し
た
。

市
営
住
宅
は
名
古
屋
市
の
貴

重
な
財
産
で
す
。
ま
ず
は
、
応

募
者
が
少
な
い
住
宅
の
欠
陥
や

悪
条
件
を
改
め
て
い
く
努
力
が

第
一
で
す
。
そ
し
て
、
千
種
区

自
由
が
丘
の
よ
う
に
将

来
を
見
据
え
た
計
画
の

も
と
、
誰
も
が
住
み
た

く
な
る
街
に
変
え
て
い

く
こ
と
が
是
非
と
も
必

要
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
失

業
し
、
市
営
住
宅
を
望

む
方
々
が
今
後
、
急
増

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

市
営
住
宅
の
欠
陥
や
悪

条
件
を
改
め
る
こ
と
に
、

時
間
を
か
け
る
余
裕
は

あ
り
ま
せ
ん
。

中川区に、万場荘と松下荘という市

営住宅があります。空き部屋の数は万

場荘（全774戸）は60戸、松下荘（全8

69戸）は109戸もあります。市の入居

者募集のチラシを読みました。「名二

環完成でさらに便利に」「庄内川を望

むリバーサイドタウン」。素晴らしい。

でも、実際は入居希望者が少ない。

なぜなのか？人気のない理由は様々

ありますが、一つに設備の古さがあり

ます。例えば、風呂場はあるが風呂釜

も湯舟もない。お風呂は入居者が取り

付けて下さいね…。これ、お風呂と言

えますか。令和の時代に「住む場所さ

え提供すれば良い」という昭和の考え

方を引きずってはいけません。

本当におかしいし、不親切です。

「
市
営
住
宅
を
核
に
」
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想

中
川
区
役
所
に
苦
情
目
安
箱

ご存じですか その数７８００戸

なのに「単身者」倍率１３. ５倍

市
営
住
宅
1
割
が
空
き
部
屋
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